









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第二軍管 仙台城 仙台 宮城、磐前、福島、水沢、若松青森 青森、岩手、秋田、酒田、山形、置賜





第五軍管 広島城 広島 広島、小田、島根、浜田、山口丸亀 香川、名東、高知、神山、石鉄












第一軍管 第一 武蔵の内14区25郡、相模、甲斐、伊豆、上野、信濃の内９郡第二 武蔵の内２区４郡、安房、上総、下総、常陸、下野
第二軍管 第三 陸前の内１区２郡、磐城、岩代、羽前、越後、佐渡第四 陸前の内12郡、陸中、陸奥、羽後
第三軍管 第五 尾張の内１区６郡、信濃の内７郡、三河、遠江、駿河、伊勢、志摩、紀伊の内２郡第六 尾張の内３郡、美濃、加賀、能登、越中、飛騨、越前
第四軍管 第七 摂津の内４区２郡、紀伊の内１区８郡、山城、大和、河内、和泉、近江、伊賀第八 摂津の内１区10郡、播磨、淡路、若狭、丹波、丹後、但馬、美作、備前、因幡、伯耆
第五軍管 第九 安芸、備後、備中、出雲、石見、隠岐、周防、長門第十 阿波、讃岐、伊予、土佐




第一軍管 第一 東京、神奈川、埼玉、山梨、群馬、長野第二 千葉、茨城、東京、埼玉、栃木
第二軍管 第三 宮城、福島、新潟第四 青森、岩手、宮城、秋田、山形
第三軍管 第五 愛知、三重、静岡第六 石川、富山、岐阜、愛知、福井
第四軍管 第七 大阪、和歌山、奈良、滋賀、三重、京都第八 兵庫、鳥取、岡山、大阪、京都、福井
第五軍管 第九 広島、岡山、山口、島根第十 愛媛、徳島、高知
第六軍管 第十一 熊本、宮崎、大分、鹿児島、沖縄第十二 福岡、大分、佐賀、長崎
853（416）
系
を
媒
介
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
　
明
治
二
一
年
、
師
団
制
の
導
入
に
と
も
な
い
、
新
た
な
「
陸
軍
管
区
表
」（
勅
令
第
三
二
号
）
が
発
布
さ
れ
、
軍
管
区
の
単
位
が
府
県
に
戻
さ
れ
た
。
市
制
町
村
制
お
よ
び
来
る
べ
き
府
県
制
・
郡
制
と
の
合
致
、
整
合
が
目
指
さ
れ
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
）
47
（
、
府
県
が
師
管
・
旅
管
を
跨
が
る
ケ
ー
ス
が
依
然
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
理
的
な
要
素
が
完
全
に
排
除
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
基
盤
を
「
郡
（
区
）」
以
下
に
置
く
行
政
監
督
体
制
が
確
立
し
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
上
位
が
府
県
か
「
国
」
か
と
い
う
こ
と
が
そ
こ
ま
で
重
要
で
は
な
く
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
　
余
談
だ
が
、
府
県
と
師
管
の
不
一
致
は
団
体
性
の
点
に
お
い
て
問
題
を
孕
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
明
る
み
に
出
た
の
は
日
清
・
日
露
戦
後
で
あ
る
。
師
管
の
不
一
致
か
ら
、
府
県
下
一
部
の
郡
の
戦
死
者
祭
祀
費
を
府
県
全
体
の
地
方
税
で
負
担
す
べ
き
か
ど
う
か
が
争
点
と
な
っ
た
）
48
（
。
結
局
「
一
府
県
一
連
隊
」
が
実
現
す
る
の
は
、
大
量
の
戦
死
者
が
出
は
じ
め
た
昭
和
一
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
第
三
節
　
林
区
〔
表
③
〕
　
国
有
林
の
管
理
業
務
は
徴
兵
事
務
と
同
様
、
当
初
府
県
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
）
49
（
。
明
治
八
年
五
月
二
四
日
、
大
久
保
内
務
卿
が
「
山
林
局
設
置
ノ
儀
ニ
付
伺
）
50
（
」
を
上
申
し
、
一
元
的
な
管
理
組
織
の
確
立
を
目
指
し
て
、
全
国
の
府
県
を
一
六
の
林
区
に
分
け
る
案
を
提
言
し
た
。
し
か
し
林
区
の
実
現
は
、
さ
ら
に
三
年
の
歳
月
を
要
し
た
上
、
そ
の
区
分
法
も
大
き
く
変
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
明
治
一
一
年
三
月
ま
で
府
県
を
単
位
と
す
る
案
）
51
（
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
ヶ
月
後
に
「
国
」
に
も
と
づ
く
も
の
）
52
（
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
翌
年
山
林
局
が
正
式
に
設
立
さ
れ
た
際
、
地
理
局
長
か
ら
山
林
局
長
に
異
動
と
な
っ
た
桜
井
勉
は
事
務
引
継
書
）
53
（
に
お
い
て
、「
山
岳
河
海
ノ
通
塞
、
木
材
運
搬
ノ
便
否
」
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。「
伊
豆
全
国
山
林
ハ
総
テ
東
京
ニ
輸
出
ス
ル
ノ
習
慣
」
が
あ
る
た
め
武
蔵
国
と
同
じ
区
に
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
府
県
で
の
団
体
性
の
形
成
を
重
視
し
て
「
国
郡
」
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
彼
だ
っ
た
が
、
今
度
は
地
理
条
件
を
優
先
し
て
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
官
林
の
直
轄
化
が
な
か
な
か
進
ま
ら
ず
、
直
轄
と
な
っ
た
府
県
の
み
に
林
区
出
張
所
が
置
か
れ
、
そ
の
他
は
依
然
府
県
の
管
轄
下
で
あ
っ
た
た
め
、
管
理
が
錯
雑
に
な
っ
て
い
た
。
明
治
一
三
年
三
月
に
桜
井
に
代
わ
っ
て
山
林
局
長
心
得
に
な
っ
た
品
川
弥
二
郎
の
手
元
に
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
意
見
書
）
54
（
の
な
か
に
は
、「
直
轄
出
張
所
ヲ
県
庁
所
在
ノ
地
一
ヶ
所
ニ
纏
ム
ル
」「
出
張
所
ヲ
廃
シ
更
ニ
各
府
県
ニ
山
林
課
ヲ
置
ク
ヘ
シ
」
な
ど
を
主
張
す
る
も
の
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
品
川
自
筆
と
思
わ
れ
る
傍
線
や
「
◎
」
が
つ
い
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
具
体
的
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
山
脈
と
流
域
に
よ
る
区
画
法
に
よ
っ
て
、「
岩
手
県
下
ノ
如
キ
ハ
青
森
宮
城
両
地
方
ヘ
分
裂
シ
、
其
余
福
嶋
静
岡
長
野
岐
阜
石
川
三
重
福
岡
大
分
ノ
如
キ
モ
、
其
幾
部
分
ハ
隣
県
出
張
員
ノ
管
理
ス
ル
所
ト
ナ
リ
タ
レ
ハ
、
文
書
ノ
往
復
ヲ
始
ト
シ
、
百
事
紛
擾
事
業
ノ
渋
滞
ヲ
醸
ス
」
ほ
か
、「
其
地
ニ
係
ル
民
願
及
上
納
金
等
之
ヲ
他
県
ノ
出
張
官
ヘ
収
納
ス
ル
ハ
」、
人
民
に
も
多
大
な
不
便
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
中
央
直
轄
の
事
業
と
は
い
え
、「
山
林
ハ
人
民
ト
密
着
ノ
関
係
ヲ
有
」
す
る
た
め
、
府
県
の
定
着
と
「
国
郡
制
」
（417）852
表③　林区の変遷
M8.11.18　山林局設立ノ儀ニ付伺
林区 管轄範囲
第一 東京、神奈川、足柄、熊谷、橡木、茨城、新治、千葉、埼玉
第二 磐前、福島、宮城、水沢
第三 岩手、青森
第四 北海道（暫ク規則外タルヘシ）
第五 秋田、酒田、山形、置賜
第六 若松、新潟、相川、長野
第七 新川、石川、敦賀
第八 豊岡、鳥取、島根、浜田
第九 小倉、福岡、大分
第十 佐賀、長崎、三潴、白川
第十一 鹿児島、宮崎、琉球
第十二 山口、広島、愛媛
第十三 小田、岡山、北条、飾磨
第十四 高知、名東、兵庫、大坂、和歌山、滋賀、奈良、堺、京都
第十五 度会、三重、筑摩、岐阜
第十六 浜松、山梨、静岡
M11.3.11　地理土木両局官員林区川域等出張ノ節手当規則定方伺
大林区 管轄範囲
第一 東京、神奈川、埼玉、栃木、茨城、千葉
第二 群馬、長野、石川、新潟、山梨、岐阜、愛知、静岡
第三 三重、和歌山、堺、大阪、京都、滋賀
第四 岡山、広島、山口、島根、高知、愛媛
第五 長崎、福岡、大分、熊本、鹿児島
第六 福島、宮城、山形、秋田、岩手、青森
M11.4.11　全国林区改正届
大林区 管轄範囲
第一 伊豆、相模、武蔵、上野、下野、常陸、上総、下総、安房
第二 岩代、磐城、陸前、陸中、奥羽、羽前、羽後、佐渡、越中、越後、能登、加賀、信濃〔諏訪伊奈木曽ヲ除ク〕
第三 駿河、甲斐、信濃〔諏訪伊奈木曽〕、飛騨、美濃、尾張、伊勢、志摩、三河、遠江
第四 越前、近江、若狭、伊賀、五畿内、南海道、山陰道、山陽道
第五 九州、二島
M19.5.19　大林区署名称位置及管轄区域
大林区 位置 管轄区域
京都 山城国京都 京都府
兵庫 摂津国神戸 兵庫県
静岡 駿河国静岡 静岡県
三重 伊勢国安濃津 三重県
岐阜 美濃国岐阜 岐阜県
岡山 備前国岡山 岡山県
広島 安芸国広島 広島県
山口 周防国山口 山口県
福岡 筑前国福岡 福岡県
大分 豊後国大分 大分県
宮崎 日向国宮崎 宮崎県
鹿児島 薩摩国鹿児島 鹿児島県
和歌山 紀伊国和歌山 和歌山県
高知 土佐国高知 高知県
愛媛 伊予国愛媛 愛媛県
木曽 信濃国上松 長野県
石川 加賀国金沢 石川県、富山県、福井県
茨城 常陸国水戸 茨城県
宮城 陸前国仙台 宮城県
秋田 羽後国秋田 秋田県
青森 陸奥国青森 青森県
851（418）
「
行
政
区
画
ニ
依
ル
ヲ
是
ト
ス
」
と
い
う
の
が
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
の
意
見
が
採
納
さ
れ
た
か
、
早
く
て
翌
一
四
年
九
月
に
各
県
個
別
に
山
林
事
務
所
の
設
置
が
農
商
務
省
か
ら
達
せ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
）
55
（
。
そ
し
て
明
治
一
九
年
五
月
一
九
日
に
「
大
小
林
区
署
名
称
位
置
及
管
轄
区
域
」（
閣
令
第
一
二
号
）
が
発
布
さ
れ
、
す
で
に
直
轄
化
で
き
た
府
県
ご
と
に
大
林
区
が
設
置
さ
れ
（
た
だ
し
、
石
川
区
は
例
外
）、
そ
の
後
新
た
に
直
轄
し
た
府
県
が
、
既
存
の
林
区
へ
編
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
四
節
　
土
木
監
督
区
〔
表
④
〕
　
土
木
監
督
区
の
設
定
は
、
治
水
問
題
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
七
年
三
月
に
、
内
務
省
土
木
寮
が
「
水
政
ヲ
更
正
ス
ル
議
）
56
（
」
を
上
申
し
、「
和
蘭
水
政
」
を
ま
ね
し
て
、「
地
勢
山
脈
ニ
依
テ
全
国
ヲ
区
分
シ
、
各
区
支
寮
ヲ
設
ケ
」
る
構
想
を
打
ち
出
し
た
。
し
か
し
、
予
算
が
限
ら
れ
て
い
た
な
か
、
最
緊
要
な
淀
川
、
利
根
川
を
対
象
と
す
る
事
業
の
み
が
実
行
さ
れ
、
全
国
的
な
管
理
区
画
が
、
明
治
一
九
年
七
月
一
二
日
の
「
土
木
監
督
区
署
官
制
」（
内
務
省
令
第
一
三
号
）
を
も
っ
て
は
じ
め
て
成
立
し
た
。
　
同
官
制
で
は
、「
内
務
省
直
轄
ノ
工
事
及
府
県
土
木
ノ
事
業
ヲ
監
督
ス
ル
」
こ
と
を
目
標
と
し
、「
国
」
を
単
位
に
全
国
に
六
つ
の
監
督
区
が
設
置
さ
れ
た
。
最
近
、
崎
島
達
矢
氏
は
維
新
以
来
の
土
木
行
政
を
検
討
し
、
同
官
制
制
定
時
に
参
考
に
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
制
度
が
、
県
を
区
画
単
位
と
す
る
も
の
だ
っ
た
と
指
摘
し
、
同
官
制
下
の
区
画
と
、
明
治
初
年
の
土
木
寮
大
阪
分
局
以
来
の
「
河
区
」
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
向
け
た
展
開
、
ひ
い
て
は
近
世
の
国
表④　土木監督区の変遷
M19.7.12　土木監督区署官制
監督区 管轄範囲
第一区 武蔵、上総、下総、常陸、上野、下野、安房、相模、伊豆、駿河、甲斐、遠江、信濃ノ内
第二区 磐城、岩代ノ内、陸前、陸中、奥羽、羽前、羽後
第三区 越後、岩代ノ内、越中、佐渡、能登、加賀、越前、飛騨ノ内、信濃ノ内
第四区 三河、尾張、美濃、信濃ノ内、飛騨ノ内、伊勢、志摩、伊賀、近江、若狭、山城、大和、摂津、河内、和泉、紀伊、丹波、丹後、但馬、播磨
第五区 淡路、阿波、讃岐、伊予、土佐、備前、備中、備後、安芸、周防、長門、美作、因幡、伯耆、出雲、隠岐、石見
第六区 豊前、豊後、筑前、筑後、肥前、肥後、薩摩、大隅、日向、壱岐、対馬
M27.7.4　土木監督署官制
監督区 管轄範囲
第一区 東京府、神奈川県、埼玉県、群馬県、千葉県、茨城県、栃木県、山梨県
第二区 宮城県、福島県、岩手県、青森県、山形県、秋田県
第三区 新潟県、長野県、石川県、富山県
第四区 三重県、愛知県、静岡県、岐阜県、福井県
第五区 京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、滋賀県、和歌山県、徳島県、高知県
第六区 鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県
第七区 長崎県、福岡県、大分県、佐賀県、熊本県、宮崎県、鹿児島県、沖縄県
府
県
の
定
着
と
「
国
郡
制
」
（419）850
役
堤
普
請
制
度
と
の
つ
な
が
り
を
提
示
し
て
い
る
）
57
（
。
筆
者
も
そ
の
結
論
に
概
ね
賛
同
し
て
お
り
、
以
下
で
は
、
明
治
二
七
年
七
月
四
日
の
「
土
木
監
督
署
官
制
」
（
勅
令
第
八
六
号
）
に
よ
り
、
監
督
区
画
が
府
県
を
単
位
に
改
正
さ
れ
た
背
景
を
検
討
す
る
。
　
そ
も
そ
も
「
土
木
監
督
区
署
官
制
」
は
、
多
く
の
先
行
研
究
）
58
（
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
土
木
事
業
の
管
轄
権
を
め
ぐ
る
工
部
省
と
競
争
の
す
え
新
た
な
予
算
を
獲
得
し
た
内
務
省
が
、
淀
川
を
は
じ
め
と
す
る
直
轄
の
一
四
大
川
を
改
修
し
、
あ
わ
せ
て
地
方
土
木
工
事
を
補
助
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
治
二
〇
年
代
以
降
、
洪
水
の
多
発
に
と
も
な
い
直
轄
工
事
の
内
容
変
更
を
求
め
る
地
方
利
益
要
求
が
噴
出
し
、
災
害
復
旧
用
の
国
庫
補
助
金
を
他
の
事
業
に
転
用
し
た
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ
る
）
59
（
。
さ
ら
に
国
会
開
設
後
、
政
党
が
新
た
な
ア
ク
タ
ー
と
し
て
治
水
政
策
に
関
与
し
は
じ
め
、
明
治
二
五
年
一
一
月
一
九
日
に
貴
衆
両
院
議
員
に
よ
る
治
水
会
が
成
立
し
、
以
後
河
川
法
制
定
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
っ
た
）
60
（
。
前
三
節
の
事
例
と
異
な
り
、
土
木
監
督
制
度
が
樹
立
し
た
頃
、
土
木
事
業
に
お
い
て
、
府
県
は
制
度
上
の
み
な
ら
ず
、
実
質
的
に
も
利
益
団
体
と
し
て
成
長
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
こ
う
し
た
な
か
、
明
治
二
六
年
七
月
一
二
日
付
の
土
木
会
の
建
議
を
受
け
、
土
木
局
が
「
土
木
事
業
調
査
順
序
）
61
（
」、「
土
木
監
督
事
務
章
程
中
府
県
土
木
事
業
監
督
方
法
ニ
付
意
見
）
62
（
」
を
作
成
し
た
。
同
意
見
で
は
、「
独
リ
府
県
ノ
為
ス
ニ
任
ス
ル
ア
ラ
ン
カ
往
々
ニ
シ
テ
謂
フ
可
ラ
サ
ル
ノ
弊
害
ヲ
出
シ
、
仮
令
ヘ
如
此
甚
シ
キ
ニ
至
ラ
サ
ル
モ
単
ニ
自
己
ノ
利
害
ヲ
計
ル
ニ
厚
ク
シ
テ
、
他
ニ
及
ホ
ス
ノ
影
響
如
何
ヲ
顧
ミ
ル
ニ
遑
ア
ラ
サ
ル
モ
ノ
蓋
シ
之
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
」
と
い
っ
た
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
従
来
の
直
轄
事
業
に
代
わ
っ
て
「
地
方
土
木
工
事
監
督
ノ
事
」
が
土
木
監
督
署
の
主
要
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
監
督
方
法
と
し
て
、
監
督
署
の
人
員
増
加
や
定
期
巡
回
の
実
施
の
ほ
か
、
府
県
会
議
決
案
を
審
査
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
府
県
の
自
治
団
体
と
し
て
の
機
能
を
利
用
す
る
一
面
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
意
見
に
も
と
づ
き
、
九
月
二
一
日
に
井
上
馨
内
相
が
二
七
年
度
の
治
水
費
予
算
お
よ
び
土
木
監
督
署
組
織
及
予
算
案
を
上
申
し
、「
従
来
ノ
経
験
ト
将
来
ノ
企
図
ト
ヲ
参
酌
シ
テ
府
県
ヲ
七
区
ニ
分
」
け
る
新
た
な
区
画
案
を
示
し
た
）
63
（
。
そ
れ
が
翌
年
の
「
土
木
監
督
署
官
制
」
に
つ
な
ぐ
も
の
と
な
る
。
　
以
上
で
検
討
し
て
き
た
国
家
事
業
の
地
方
監
督
体
制
の
成
立
過
程
か
ら
は
、
と
あ
る
「
型
」
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
府
県
庁
に
任
さ
れ
て
い
た
た
め
全
国
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
欠
け
て
い
た
諸
事
業
の
中
央
集
権
化
が
図
ら
れ
る
際
に
、
制
度
的
に
明
確
に
否
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
が
、
地
方
分
権
の
弊
害
を
克
服
す
る
た
め
の
便
利
な
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
区
画
は
や
が
て
府
県
を
単
位
と
す
る
も
の
に
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
府
県
と
齟
齬
す
る
区
画
設
定
が
行
政
手
続
き
上
の
煩
雑
を
も
た
ら
し
、
既
有
の
行
政
区
画
に
沿
う
形
で
出
先
機
関
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
（
一
〜
三
節
）
ル
ー
ト
と
、
府
県
の
利
益
団
体
化
に
よ
り
直
轄
事
業
が
後
退
し
、
府
県
事
業
監
督
に
重
心
が
シ
フ
ト
さ
れ
た
（
四
節
）
ル
ー
ト
と
が
観
察
さ
れ
る
。
　
な
お
本
章
で
検
討
し
た
事
業
は
全
て
地
理
条
件
に
制
約
さ
れ
る
側
面
を
有
し
849（420）
て
お
り
、
そ
れ
が
維
新
以
来
土
地
把
握
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
存
続
し
て
き
た
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
が
利
用
さ
れ
た
一
因
で
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
地
租
改
正
事
業
の
完
成
、
地
租
条
例
の
発
布
お
よ
び
地
押
調
査
の
展
開
に
と
も
な
い
、
土
地
把
握
シ
ス
テ
ム
も
改
編
さ
れ
て
い
っ
た
。
明
治
二
二
年
三
月
二
三
日
の
「
土
地
台
帳
規
則
」（
勅
令
第
三
九
号
）
に
よ
っ
て
地
券
制
度
が
廃
止
さ
れ
、
同
年
七
月
一
日
、
大
蔵
省
訓
令
第
四
九
号
と
し
て
出
さ
れ
た
「
土
地
台
帳
様
式
」
で
は
、「
国
」
の
記
載
が
つ
い
に
消
え
た
）
64
（
。
こ
う
し
て
、
地
方
統
治
の
枠
組
み
と
し
て
の
「
国
郡
制
」
は
よ
う
や
く
後
景
に
退
い
た
わ
け
で
あ
る
）
65
（
。
第
三
章
　
三
新
法
期
の
府
県
会
運
営
　
　
　
　
│
│
団
体
と
し
て
の
府
県
と
「
国
（
郡
）」
　
前
章
の
第
四
節
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
以
降
、
府
県
が
利
益
団
体
へ
と
成
長
し
た
と
述
べ
た
が
、
本
章
で
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
か
を
考
察
す
る
。
も
っ
と
も
、
一
府
県
が
複
数
の
「
国
」
を
内
包
す
る
場
合
、「
国
」
意
識
の
存
在
が
府
県
の
団
体
性
形
成
の
妨
げ
と
な
る
側
面
も
当
時
認
識
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
て
藩
領
国
だ
っ
た
地
域
に
お
い
て
は
、「
国
」
が
封
建
旧
制
を
連
想
さ
せ
る
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
）
66
（
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
意
識
レ
ベ
ル
の
こ
と
と
、
府
県
に
お
け
る
団
体
性
形
成
の
実
態
と
の
関
係
性
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
よ
り
明
確
に
府
県
の
政
治
運
営
構
造
を
規
定
し
う
る
も
の
と
し
て
、
府
県
会
の
運
営
な
い
し
地
方
政
治
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
府
県
会
常
置
委
員
）
67
（
の
選
出
に
あ
た
っ
て
、「
国
（
郡
）」
が
選
挙
単
位
と
し
て
利
用
さ
れ
た
場
面
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
。
第
一
節
　
府
県
会
議
員
・
常
置
委
員
選
挙
に
つ
い
て
の
制
度
規
定
　
府
県
会
規
則
（
明
治
一
一
年
太
政
官
第
一
八
号
布
告
）
第
二
章
第
一
〇
条
に
は
、「
府
県
会
ノ
議
員
ハ
郡
区
ノ
大
小
ニ
依
リ
毎
郡
区
ニ
五
人
以
下
ヲ
選
フ
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
小
路
田
泰
直
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
実
は
そ
の
草
案
は
「
府
県
会
ハ
郡
区
ノ
名
代
人
0
0
0
0
0
0
ヲ
以
テ
成
立
ス
、
故
ニ
郡
区
ノ
大
小
ヲ
問
ハ
ス
、
毎
郡
毎
区
ヨ
リ
二
人
ノ
議
員
ヲ
出
セ
シ
ム
）
68
（
」
と
な
っ
て
お
り
、
立
法
者
た
ち
は
、「
団
体
代
表
制
」
を
成
立
さ
せ
る
意
図
を
明
確
に
持
っ
て
い
た
）
69
（
。
本
条
は
最
終
的
に
元
老
院
に
よ
っ
て
人
口
比
例
に
修
正
さ
れ
た
が
、
一
郡
最
大
五
人
の
制
限
に
加
え
、
規
模
が
小
さ
く
て
独
立
の
郡
役
所
す
ら
持
た
な
い
郡
で
も
最
低
限
の
選
出
人
数
が
設
け
ら
れ
て
い
た
）
70
（
た
め
、「
地
域
社
会
に
お
い
て
郡
が
基
本
的
な
政
治
空
間
と
し
て
機
能
し
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
）
71
（
。
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
三
新
法
制
定
当
時
の
「
郡
」
の
団
体
性
は
、
あ
く
ま
で
前
近
代
以
来
の
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
の
延
長
線
上
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
上
位
の
「
国
」
も
何
ら
か
の
形
で
府
県
政
治
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
）
72
（
。
　
明
治
一
三
年
一
一
月
五
日
、
府
県
会
議
員
か
ら
「
五
人
以
上
七
人
以
下
」
を
選
任
す
る
常
置
委
員
制
度
（
太
政
官
第
四
九
号
布
告
）
が
創
設
さ
れ
た
が
、
選
出
方
法
は
明
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
新
聞
で
は
、「
可
成
…
各
郡
ヨ
リ
一
名
府
県
の
定
着
と
「
国
郡
制
」
（421）848
ツ
ヽ
選
抜
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
）
73
（
、
府
県
内
部
の
地
域
均
衡
の
維
持
が
当
初
か
ら
意
識
さ
れ
て
い
た
。
翌
年
四
月
に
開
か
れ
た
大
阪
府
郡
部
の
常
置
委
員
選
挙
会
で
は
、
議
員
た
ち
は
「
常
置
委
員
ハ
定
員
ノ
内
毎
国
毎
区
0
0
0
0
ニ
人
員
ヲ
定
メ
テ
撰
挙
ス
ル
モ
差
支
ナ
キ
ヤ
否
ヤ
」
と
質
問
し
た
。
そ
れ
に
対
し
、
内
務
省
は
議
会
議
決
の
通
り
と
回
答
し
た
）
74
（
た
め
、
大
阪
府
の
郡
部
会
で
は
、
正
員
・
予
備
員
と
も
、
全
体
で
一
人
を
選
挙
し
、
さ
ら
に
河
内
、
和
泉
、
摂
津
、
大
和
の
四
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
名
を
選
出
す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
内
務
省
は
さ
ら
に
各
府
県
に
対
し
、「
常
置
委
員
ハ
国
ニ
ヨ
リ
0
0
0
0
又
ハ
郡
区
ヲ
区
別
シ
テ
撰
挙
ス
ル
モ
県
会
ノ
議
決
ニ
出
ル
ト
キ
ハ
差
許
シ
妨
ケ
ナ
シ
」
と
通
達
し
た
）
75
（
。
三
新
法
制
定
過
程
に
そ
の
位
置
づ
け
が
あ
や
ふ
や
に
さ
れ
た
「
国
」
だ
っ
た
が
、
こ
こ
に
来
て
制
度
的
な
役
割
が
公
式
に
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
表
⑤
で
は
、「
国
」
に
歴
史
的
な
固
有
性
を
見
出
せ
な
い
東
北
地
方
を
除
い
て
、
複
数
の
「
国
」
を
包
含
す
る
府
県
に
お
け
る
常
置
委
員
の
選
出
方
法
お
よ
び
選
出
結
果
と
「
国
」
と
の
関
係
を
ま
と
め
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
半
分
近
く
の
府
県
で
は
、
明
確
に
「
国
別
」
の
選
挙
法
が
取
ら
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
こ
の
よ
う
な
結
果
を
呈
し
て
い
た
。
た
だ
し
、「
国
別
」
と
い
っ
て
も
二
種
類
の
選
挙
法
が
あ
り
、
各
「
国
」
の
議
員
が
、
自
「
国
」
の
代
表
者
を
そ
れ
ぞ
れ
選
挙
す
る
方
法
と
、
議
員
全
体
で
各
「
国
」
の
適
任
者
を
選
ぶ
方
法
と
が
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
規
則
上
が
「
多
数
投
票
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
選
挙
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
慣
行
も
あ
っ
た
よ
う
で
）
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（
、
互
選
の
規
定
が
あ
っ
て
も
事
前
に
「
国
別
」
の
申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
次
節
で
は
、
表
⑤
を
参
照
し
な
が
ら
、「
国
」
が
選
出
単
位
に
な
っ
た
理
由
と
、
そ
の
よ
う
な
現
象
が
減
っ
て
い
っ
た
背
景
に
つ
い
て
、
各
府
県
の
実
態
に
即
し
て
検
討
し
て
み
る
。
第
二
節
　
府
県
会
常
置
委
員
選
挙
の
実
態
　
常
置
委
員
の
選
出
方
法
は
府
県
会
側
の
議
決
に
任
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
論
争
が
議
会
記
録
で
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
千
葉
県
で
は
、
三
新
法
期
を
通
し
て
「
国
別
」
選
挙
法
が
守
ら
れ
て
き
た
が
、
明
治
一
七
、
一
八
、
二
三
、
二
九
年
に
四
度
に
わ
た
っ
て
、
互
選
方
式
が
提
案
さ
れ
て
い
た
）
77
（
。
一
方
、
早
い
時
期
か
ら
互
選
と
な
っ
た
静
岡
県
で
は
、
明
治
一
七
、
二
一
年
に
伊
豆
国
か
ら
の
選
出
者
を
確
保
す
る
た
め
、
選
挙
法
改
正
案
が
提
起
さ
れ
た
）
78
（
。
興
味
深
い
こ
と
に
、「
国
別
」
の
支
持
者
た
ち
者
は
、概
ね
「
風
土
人
情
の
相
違
」
を
強
調
し
、「
国
」
の
利
害
が
確
実
に
意
思
決
定
に
反
映
さ
れ
う
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
）
79
（
の
に
対
し
、
反
対
意
見
の
な
か
に
は
、
議
員
は
選
出
地
域
の
利
益
代
表
者
で
は
な
く
県
全
体
の
利
害
を
議
す
べ
き
）
80
（
と
い
っ
た
よ
う
な
法
理
上
の
正
論
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
常
置
委
員
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
広
い
範
囲
か
ら
人
材
を
選
ぶ
べ
き
、
あ
る
い
は
「
国
」
定
員
以
上
の
適
材
が
埋
没
さ
れ
か
ね
な
い
な
ど
「
人
」
そ
の
も
の
に
重
き
を
置
く
論
調
が
散
見
さ
れ
る
）
81
（
。
裏
を
返
せ
ば
、
自
分
の
「
国
」
か
ら
は
本
来
「
国
別
」
の
定
員
以
上
の
委
員
が
選
出
さ
れ
う
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
お
り
、
人
の
「
質
」
の
問
題
が
、
結
局
議
会
制
に
お
け
る
「
数
」
の
論
理
に
す
り
替
え
ら
れ
る
危
険
性
が
潜
め
て
い
た
。
847（422）
表
⑤
　
三
新
法
期
複
数
の
「
国
」
を
包
含
す
る
府
県
（
東
北
地
方
を
除
く
）
に
お
け
る
常
置
委
員
の
選
出
規
定
と
実
態
府
県
常
置
委
員
府
県
名
管
轄
国
郡
選
挙
規
定
選
出
実
態
茨
城
常
陸（
12郡
）下
総（
６
郡
）
互
選
互
選
、下
総
出
身
者
1~2名
程
度
埼
玉
武
蔵（
17郡
）下
総（
１
郡
）
互
選
互
選
、下
総
出
身
者
た
ま
に
１
名
い
る
千
葉
上
総（
９
郡
）下
総（
８
郡
）安
房（
４
郡
）
国
別
（
正
）上
総
３
＋
下
総
３
＋
安
房
１（
予
）上
総
２
＋
下
総
２
＋
安
房
１
、県
制
施
行
後
廃
止
神
奈
川（
三
多
摩
移
管
前
）
武
蔵（
６
郡
１
区
）相
模（
９
郡
）
国
別
、M
15～
互
選
（
正
）武
蔵
３
＋
相
模
４（
予
）武
蔵
２
＋
相
模
３
←
M
18ま
で
維
持
、そ
の
後
武
蔵
優
勢
神
奈
川（
三
多
摩
移
管
後
）
武
蔵（
３
郡
１
区
）相
模（
９
郡
）
互
選
互
選
、相
模
優
勢
新
潟
越
後（
15郡
）佐
渡（
３
郡
）
互
選
互
選
、佐
渡
出
身
者
た
ま
に
１
名
い
る
　
◎
佐
渡
１
の
提
案
あ
り
石
川（
富
山
分
県
前
）
加
賀（
４
郡
１
区
）能
登（
４
郡
）越
中（
５
郡
）
国
別
（
正
）加
賀
２
＋
能
登
２
＋
越
中
３（
予
）加
賀
４
＋
能
登
４
＋
越
中
６
石
川（
富
山
分
県
後
）
加
賀（
４
郡
１
区
）能
登（
４
郡
）
互
選
結
果
：
１
国
あ
た
り
3~4名
を
維
持
福
井
越
前（
８
郡
）若
狭（
３
郡
）
国
別
、M
18～
互
選
（
正
）越
前
５
＋
若
狭
２
→
M
15～（
正
）越
前
４
＋
若
狭
１
→
M
18～
全
員
越
前
岐
阜
美
濃（
22郡
）、飛
騨（
３
郡
）
互
選
互
選
、飛
騨
出
身
者
た
ま
に
１
名
い
る
静
岡
駿
河（
７
郡
）伊
豆（
４
郡
）遠
江（
12郡
）
互
選
M
14/15駿
河
３
＋
遠
江
３
＋
伊
豆
１
、ま
た
M
17の
予
備
員
選
挙
は
駿
河
１
＋
遠
江
１
愛
知
尾
張（
９
郡
１
区
）三
河（
10郡
）
国
別
か
？
結
果
：（
正
・予
）尾
張
３
＋
三
河
３
　
◎
県
制
施
行
後
も
変
わ
ら
ず
明
治
末
ま
で
維
持
三
重
伊
勢（
13郡
）伊
賀（
４
郡
）志
摩（
２
郡
）紀
伊（
２
郡
）
互
選
互
選
京
都
山
城（
８
郡
２
区
）丹
波（
５
郡
）丹
後（
５
郡
）
互
選
か
？
互
選
大
阪（
奈
良
分
県
前
）
摂
津（
７
郡
４
区
）和
泉（
４
郡
１
区
）河
内（
16郡
）大
和（
15郡
）
国
別
、区
別
郡
部
：（
正
・予
）全
体
１
＋
各
国
１
、区
部
：（
正・予
）全
体
１
＋
各
区
１
大
阪（
奈
良
分
県
後
）
摂
津（
７
郡
４
区
）和
泉（
４
郡
１
区
）河
内（
16郡
）
互
選
互
選
兵
庫
摂
津（
５
郡
１
区
）播
磨（
16郡
）丹
波（
２
郡
）淡
路（
２
郡
）但
馬（
８
郡
）
互
選
互
選
鳥
取
因
幡（
８
郡
）伯
耆（
６
郡
）
国
別
（
正
・予
）全
体
１
＋
各
国
２
島
根
出
雲（
10郡
）石
見（
６
郡
）隠
岐（
４
郡
）
国
別
か
？
結
果
：（
正
）全
体
１
＋
出
雲
２
＋
石
見
２
、予
備
は
不
明
岡
山
備
前（
９
郡
）備
中（
11郡
）美
作（
12郡
）
互
選
結
果
：全
体
１
＋
備
前
２
＋
備
中
２
＋
美
作
２
か
？（
一
部
の
時
期
し
か
確
認
で
き
ず
）
広
島
安
芸（
９
郡
）備
後（
14郡
）
互
選
互
選
山
口
長
門（
５
郡
１
区
）周
防（
６
郡
）
互
選
か
？
互
選
、周
防
優
勢
愛
媛（
香
川
分
県
前
）
讃
岐（
12郡
）伊
予（
18郡
）
国
別
、M
15～
互
選
（
正
・予
）伊
予
４
＋
讃
岐
３
、M
15～
の
結
果
：M
19を
除
い
て
す
べ
て
左
の
通
り
福
岡
筑
前（
15郡
１
区
）筑
後（
10郡
）豊
前（
６
郡
）
互
選
互
選
長
崎（
佐
賀
分
県
前
）
肥
前（
16郡
１
区
）壱
岐（
２
郡
）対
馬（
２
郡
）
互
選
全
員
肥
前
出
身
者
長
崎（
佐
賀
分
県
後
）
肥
前（
６
郡
１
区
）壱
岐（
２
郡
）対
馬（
２
郡
）
互
選
全
員
肥
前
出
身
者
大
分
豊
後（
10郡
）豊
前（
２
郡
）
国
別
か
？
M
15～
一
回
除
い
て
豊
後
３
＋
豊
前
２
を
維
持
、県
制
施
行
後
豊
後
優
勢
鹿
児
島（
宮
崎
分
県
前
）
薩
摩（
13郡
）大
隅（
９
郡
）日
向（
10郡
）
互
選
か
？
三
国
勢
力
均
衡
　
◎
一
部
選
出
者
不
明
鹿
児
島（
宮
崎
分
県
後
）
薩
摩（
13郡
）大
隅（
９
郡
）日
向（
１
郡
）
互
選
か
？
互
選
、薩
摩
優
勢
　
◎
一
部
選
出
者
不
明
※
 出
典
：『
茨
城
県
議
会
史
１
・
２
』、『
埼
玉
県
議
会
史
１
・
２
』、『
千
葉
県
議
会
史
１
・
２
』、『
神
奈
川
県
議
会
史
１
・
２
』、『
新
潟
県
議
会
史
１
』、『
石
川
県
議
会
史
１
』、『
福
井
県
議
会
史
１
』、『
岐
阜
県
議
会
史
１
』、『
静
岡
県
議
会
史
１
・
２
』、『
愛
知
県
議
会
史
１
・
２
』、『
三
重
県
会
史
１
』、『
京
都
府
会
志
』、『
大
阪
府
史
１
』、『
兵
庫
県
会
史
本
編
』、『
鳥
取
県
議
会
史
上
』、『
島
根
県
議
会
史
１
』、『
岡
山
県
政
史
・
明
治
・
大
正
編
』
お
よ
び
『
山
陽
新
報
』、『
広
島
県
議
会
史
１
・
２
』、『
山
口
県
会
史
上
』、『
愛
媛
県
議
会
史
１
』、『
詳
説
福
岡
県
議
会
史
・
明
治
編
』、『
長
崎
県
議
会
史
１
・
２
』、『
大
分
県
会
史
１
』、『
鹿
児
島
県
議
会
史
１
』
府
県
の
定
着
と
「
国
郡
制
」
（423）846
　
実
際
、
選
挙
法
の
選
択
は
「
国
」
同
士
の
力
関
係
に
左
右
さ
れ
る
側
面
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
議
員
定
数
に
明
ら
か
な
差
が
あ
る
場
合
、「
国
別
」
選
挙
法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
か
っ
た
。
埼
玉
県
の
な
か
の
下
総
国
（
中
葛
飾
郡
の
み
）、
壱
岐
・
対
馬
・
佐
渡
な
ど
の
島
国
、
三
郡
し
か
有
し
な
い
飛
騨
国
が
そ
の
例
で
あ
る
。
一
方
、「
国
別
」
選
挙
が
廃
止
さ
れ
た
途
端
、
摂
津
国
・
和
泉
国
・
若
狭
国
・
伊
豆
国
の
よ
う
な
、
議
員
定
数
が
や
や
少
な
い
「
国
」
か
ら
の
常
置
委
員
選
出
数
が
大
幅
に
減
少
し
た
。
も
っ
と
も
、
経
済
の
発
展
に
と
も
な
い
、
人
力
・
財
力
そ
し
て
政
治
力
の
一
部
地
域
へ
の
集
中
に
よ
る
地
域
格
差
の
形
成
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、「
国
別
」
も
次
第
に
「
互
選
」
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
で
も
比
較
的
に
小
規
模
な
「
国
」
が
、
あ
る
時
期
ま
で
一
定
程
度
の
発
言
権
を
獲
得
で
き
た
点
に
お
い
て
、
地
域
間
の
対
立
を
緩
和
し
う
る
も
の
と
し
て
、「
国
」
の
役
割
を
評
価
で
き
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、「
国
」
同
士
の
力
が
近
け
れ
ば
近
い
ほ
ど
、「
国
別
」
選
挙
法
の
打
破
が
難
し
く
な
り
、
割
拠
体
制
が
長
引
き
、
ひ
い
て
は
分
県
運
動
に
引
き
起
こ
す
事
例
も
あ
る
。
そ
の
典
型
例
は
愛
知
県
で
あ
る
。
尾
張
国
と
三
河
国
の
均
衡
が
、
三
新
法
期
に
続
く
府
県
制
期
に
も
維
持
さ
れ
て
い
っ
た
。
　
た
だ
し
逆
に
、
一
県
一
「
国
」
の
場
合
、「
国
」
の
存
在
が
県
内
の
対
立
を
抑
制
し
た
こ
と
も
観
察
さ
れ
る
。
南
北
対
立
で
有
名
な
長
野
県
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
一
八
年
の
臨
時
県
会
で
は
、「
常
置
委
員
ヲ
南
北
ノ
各
部
ニ
分
ケ
テ
撰
挙
セ
ン
ト
ス
ル
」
動
議
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
合
法
性
を
問
わ
れ
た
際
、
政
府
委
員
は
「
常
置
委
員
ヲ
撰
挙
ス
ル
ノ
区
域
ヲ
定
ル
ハ
、
彼
ノ
備
考
ニ
其
国
ヲ
異
ニ
シ
云
々
ト
ア
ル
例
ニ
ハ
拠
リ
難
カ
ル
ベ
シ
」
と
回
答
し
た
た
め
、
該
動
議
が
結
局
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ず
、
長
野
県
の
な
か
の
地
域
対
立
が
、
そ
れ
以
上
の
深
刻
な
状
態
に
な
ら
な
く
て
済
ん
だ
の
で
あ
る
）
82
（
。
　
も
う
一
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
前
述
し
た
愛
知
県
の
事
例
を
は
じ
め
、
「
国
別
」
の
選
出
方
法
を
取
る
府
県
の
多
く
が
、
分
県
／
移
管
問
題
を
抱
え
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
独
立
／
移
管
の
成
否
は
、
個
々
の
歴
史
的
・
政
治
的
な
背
景
も
し
く
は
運
動
の
経
緯
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
規
律
性
を
見
出
し
に
く
い
。
し
か
し
、
府
県
会
運
営
に
お
い
て
「
国
」
が
常
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
府
県
と
し
て
の
一
体
性
を
著
し
く
損
な
う
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
分
県
／
移
管
問
題
の
解
決
は
、「
国
別
」
選
挙
の
是
非
を
問
い
直
す
契
機
と
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。「
国
別
」
選
出
法
を
創
出
し
た
大
阪
府
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
　
明
治
二
〇
年
一
一
月
の
奈
良
県
再
置
を
受
け
、
大
阪
府
臨
時
府
会
が
召
集
さ
れ
た
）
83
（
。
役
員
改
選
に
先
立
ち
、
府
庁
側
は
予
備
員
の
定
員
を
五
名
か
ら
二
名
に
減
少
す
る
議
案
を
提
出
し
た
。
議
事
録
か
ら
は
、
数
年
の
実
践
を
経
て
、
予
備
員
は
二
名
で
も
充
分
だ
と
い
う
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
お
そ
ら
く
府
庁
側
は
、
大
和
国
の
独
立
を
機
に
「
国
別
」
選
挙
法
を
改
め
よ
う
と
し
て
、
意
図
的
に
「
国
」
を
め
ぐ
る
予
備
員
と
正
員
と
の
対
応
関
係
を
先
に
解
消
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
翌
日
、
郡
部
常
置
委
員
の
選
挙
会
が
開
か
れ
、
「
国
別
」「
互
選
」
両
方
の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
最
終
的
に
、
議
員
の
多
数
が
前
日
の
議
決
に
よ
り
「
自
由
選
挙
」
の
既
成
事
実
が
す
で
に
作
ら
れ
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
、
六
年
以
上
も
続
い
た
郡
部
会
の
「
国
別
」
選
挙
法
、
さ
ら
に
区
部
会
の
「
区
別
」
選
挙
法
が
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。
845（424）
実
際
そ
の
後
の
郡
部
で
は
河
内
国
、
区
部
で
は
南
区
・
北
区
か
ら
の
選
出
者
が
多
く
、
府
会
運
営
に
お
け
る
「
国
」
と
い
う
枠
組
み
は
確
実
に
打
破
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
三
新
法
成
立
後
の
「
分
県
」
は
、
府
県
と
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
と
の
矛
盾
を
解
消
さ
せ
る
一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
　
本
稿
で
は
、
近
世
領
主
制
の
統
治
領
域
を
継
承
す
る
形
で
作
ら
れ
た
府
県
と
、
律
令
制
以
来
の
地
理
表
記
単
位
で
あ
り
、
近
世
領
主
制
の
も
と
に
統
治
領
域
と
し
て
利
用
・
再
編
さ
れ
、
ま
た
一
定
の
地
域
団
体
性
を
有
し
つ
つ
あ
っ
た
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
制
度
形
成
、
地
方
行
政
、
地
方
自
治
の
三
つ
の
側
面
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
初
の
系
統
的
な
地
方
制
度
で
あ
る
三
新
法
体
制
が
成
立
し
て
も
、
両
者
の
制
度
上
の
位
置
づ
け
、
そ
し
て
地
理
上
の
範
囲
に
つ
い
て
の
整
理
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
府
県
は
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
を
抱
え
込
む
形
で
、
行
政
区
画
そ
し
て
自
治
団
体
と
し
て
展
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
過
程
に
、「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
が
一
定
の
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
　
ま
ず
行
政
区
画
の
側
面
に
お
い
て
は
、
当
初
府
県
間
の
行
政
事
務
の
基
準
が
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
代
わ
り
に
「
国
」
が
地
方
監
督
機
関
の
設
置
単
位
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
区
画
上
の
齟
齬
に
よ
り
、
事
務
の
進
行
に
支
障
は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
国
一
致
の
事
務
展
開
が
図
ら
れ
て
い
た
）
84
（
。「
郡
」
が
媒
介
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
や
が
て
そ
れ
ら
の
出
先
機
関
は
、
既
存
の
地
方
行
政
区
画
に
沿
っ
て
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
自
治
団
体
の
側
面
で
い
う
と
、
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
が
府
県
会
議
員
・
役
員
の
選
出
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
「
国
」
が
府
県
会
常
置
委
員
の
選
出
単
位
と
な
っ
た
こ
と
が
、
府
県
の
団
体
性
形
成
に
阻
害
す
る
側
面
は
む
ろ
ん
あ
っ
た
が
、
初
期
府
県
会
の
運
営
に
お
い
て
地
域
間
の
利
害
対
立
を
緩
和
し
、
ま
た
「
国
」
以
下
の
地
域
対
立
を
抑
制
す
る
機
能
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
選
挙
方
法
は
、
や
が
て
議
会
制
に
お
け
る
「
数
」
の
論
理
を
背
景
に
、「
国
」
を
選
出
単
位
と
す
る
シ
ス
テ
ム
は
、
地
域
格
差
の
形
成
に
つ
れ
全
員
互
選
に
代
わ
る
か
、
も
し
く
は
分
県
の
実
現
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
を
利
用
・
対
抗
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
形
で
府
県
が
行
政
区
画
・
自
治
団
体
と
し
て
成
熟
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
　
大
正
期
に
な
っ
て
結
局
廃
止
さ
れ
た
郡
、
そ
し
て
戦
後
に
な
っ
て
も
部
落
と
の
複
雑
な
関
係
を
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
行
政
村
に
比
べ
て
、
明
治
二
〇
年
代
に
達
成
し
た
府
県
の
定
着
は
、
日
本
の
近
代
国
家
形
成
過
程
に
お
い
て
国
家
と
地
域
社
会
を
む
す
ぶ
た
め
の
不
可
欠
な
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
本
稿
の
結
論
を
も
う
少
し
展
望
し
て
み
る
と
、
府
県
が
定
着
す
る
に
あ
た
っ
て
、
二
つ
の
条
件
が
必
要
か
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
す
べ
て
の
府
県
に
お
い
て
国
家
権
力
が
均
質
な
も
の
に
な
り
う
る
行
政
の
仕
組
み
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
府
県
内
部
の
統
合
が
、
議
会
制
と
い
う
ツ
ー
ル
を
通
し
て
個
別
地
域
利
害
を
超
え
る
別
の
論
理
を
生
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
両
者
と
も
当
初
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
が
一
時
的
に
機
能
府
県
の
定
着
と
「
国
郡
制
」
（425）844
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
が
、
行
政
村
と
「
部
落
」
と
の
関
係
）
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（
に
も
適
用
で
き
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
註
（
１
）　
山
口
啓
二
、
永
原
慶
二
、
深
谷
克
己
（
司
会
）「
対
談
・
日
本
封
建
制
と
天
皇
」（『
歴
史
評
論
』
三
一
四
、
一
九
七
六
年
）。
（
２
）　
松
尾
正
人
『
廃
藩
置
県
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
が
そ
の
集
大
成
で
あ
る
。
（
３
）　
大
島
美
津
子
『
明
治
国
家
と
地
域
社
会
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
五
〜
一
六
頁
。
（
４
）　
同
前
、
六
四
〜
六
六
頁
。
（
５
）　
総
括
的
な
分
析
が
さ
れ
て
い
る
長
井
純
市
「
分
県
に
関
す
る
一
考
察
」（
安
岡
昭
男
編
『
近
代
日
本
の
形
成
と
展
開
』
巌
南
堂
書
店
、
一
九
九
八
年
）
の
ほ
か
、
個
別
事
例
を
対
象
と
す
る
論
考
も
多
々
あ
る
が
、
紙
幅
の
た
め
省
略
す
る
。
（
６
）　
大
石
嘉
一
郎
『
近
代
日
本
の
地
方
自
治
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）。
（
７
）　
松
沢
裕
作
『
明
治
地
方
自
治
体
制
の
起
源
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）。
（
８
）　
渡
邉
直
子
「
地
方
税
」
の
創
出
」（
高
村
直
助
編
『
道
と
川
の
近
代
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）、
袁
甲
幸
「
三
新
法
体
制
に
お
け
る
府
県
「
公
権
」
の
形
成
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
七
│
七
、
二
〇
一
八
年
）、
濱
田
恭
幸
「
三
新
法
体
制
下
に
お
け
る
府
県
分
合
と
府
県
会
」（『
日
本
史
研
究
』
六
八
三
、
二
〇
一
九
年
）。
（
９
）　
高
木
昭
作
「
幕
藩
初
期
の
国
奉
行
制
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』
四
三
一
、
一
九
七
六
年
）、
朝
尾
直
弘
「
畿
内
に
お
け
る
幕
藩
制
支
配
」（
同
『
近
世
封
建
社
会
の
基
礎
構
造
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
七
年
）、
藪
田
貫
「
摂
河
支
配
国
」
論
」（
脇
田
修
編
著
『
近
世
大
坂
地
域
の
史
的
分
析
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
。
（
10
）　
羽
賀
祥
二
「
民
政
」
権
力
と
領
域
統
合
（
上
）」（『
人
文
学
報
』
六
二
、
一
九
八
七
年
）。
（
11
）　
中
村
文
『
信
濃
国
の
明
治
維
新
』（
名
著
刊
行
会
、
二
〇
一
一
年
）、
前
田
結
城
「
府
藩
県
三
治
一
致
の
特
質
と
展
開
に
関
す
る
一
考
察
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
五
九
、
二
〇
一
六
年
）、
伊
故
海
貴
則
「
府
藩
県
三
治
期
に
お
け
る
三
河
国
諸
藩
の
合
議
」（『
年
報
近
現
代
史
研
究
』
一
二
、
二
〇
二
〇
年
）。
（
12
）　
津
田
秀
夫
「
封
建
社
会
崩
壊
期
に
お
け
る
農
民
闘
争
の
一
類
型
に
つ
い
て
」（『
歴
史
学
研
究
』
一
六
八
、
一
九
五
四
年
）。
（
13
）　
藪
田
貫
『
国
訴
と
百
姓
一
揆
の
研
究
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
二
年
）。
（
14
）　
藤
田
貞
一
郎
氏
の
一
連
の
研
究
（『
近
世
経
済
思
想
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
、『
国
益
思
想
の
系
譜
と
展
開
』
清
文
堂
出
版
、
一
九
九
八
年
）
が
代
表
的
で
あ
る
。
（
15
）　
谷
山
正
道
『
民
衆
運
動
か
ら
み
る
幕
末
維
新
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七
年
）。
（
16
）　
谷
山
氏
は
（
同
前
）、
近
世
・
近
代
の
連
続
性
を
強
調
す
る
意
味
に
お
い
て
、
奈
良
県
再
置
運
動
に
お
け
る
運
動
形
式
や
主
張
と
、
近
世
の
「
国
訴
」
お
よ
び
「
国
益
」
思
想
と
の
共
通
性
を
提
示
し
て
い
る
が
、
単
に
類
比
に
止
ま
っ
て
お
り
、「
連
続
」
の
過
程
自
体
を
省
い
て
い
る
点
に
問
題
が
あ
る
。
（
17
）　
前
掲
『
廃
藩
置
県
の
研
究
』
六
五
〜
六
六
頁
。
（
18
）　
「
府
県
廃
置
ノ
議
ヲ
定
ム
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
第
九
五
巻
」）。
（
19
）　
『
法
規
分
類
大
全
・
第
一
一
巻
』
第
一
編
、
官
職
門
七
〜
九
、
官
制
三
九
頁
。
（
20
）　
『
法
規
分
類
大
全
・
第
一
二
巻
』
第
一
編
、
官
職
門
一
〇
、
官
制
六
六
頁
。
（
21
）　
前
掲
『
廃
藩
置
県
の
研
究
』
九
一
〜
九
二
頁
。
（
22
）　
奥
田
晴
樹
『
地
租
改
正
と
地
方
制
度
』（
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
第
二
編
第
二
章
。
（
23
）　
福
島
正
夫
『
地
租
改
正
の
研
究
（
増
訂
版
）』（
有
斐
閣
、
一
九
七
〇
年
）「
第
二
編　
地
租
改
正
の
展
開
」
を
参
照
。
（
24
）　
明
治
五
年
二
月
二
四
日
大
蔵
省
第
二
五
号
「
地
所
売
買
譲
渡
ニ
付
地
券
渡
方
規
則
」、
同
九
年
三
月
一
三
日
地
租
改
正
事
務
局
無
号
達
「
地
券
台
帳
雛
形
」。
（
25
）　
佐
藤
甚
次
郎
『
明
治
期
作
成
の
地
籍
図
』（
古
今
書
院
、
一
九
八
六
年
）。
（
26
）　
近
年
の
も
の
と
し
て
、
島
津
俊
之
「
明
治
政
府
の
地
誌
編
纂
事
業
と
国
民
国
家
形
成
」
843（426）
（『
地
理
学
評
論
』
七
五
│
二
、
二
〇
〇
二
年
）
が
詳
し
い
。
（
27
）　
「
国
郡
ヲ
廃
シ
大
小
区
ヲ
被
置
儀
伺
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
・
明
治
五
年
・
第
九
七
巻
」）。
（
28
）　
「
公
文
録
・
明
治
六
年
・
第
八
巻
」、
た
だ
し
、
一
回
目
の
原
本
は
現
存
せ
ず
、
地
理
課
の
区
画
改
正
案
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
（
29
）　
「
公
文
録
・
明
治
六
年
・
第
七
巻
」。
（
30
）　
本
稿
で
は
、
主
に
前
掲
『
明
治
地
方
自
治
体
制
の
起
源
』
第
四
章
、
湯
川
文
彦
「
三
新
法
の
原
型
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
四
│
七
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
す
る
。
（
31
）　
国
立
国
会
図
書
館
・
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
大
久
保
利
通
関
係
文
書
」
三
三
七
。
（
32
）　
「
各
地
方
区
画
等
改
正
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
九
年
・
第
一
一
七
巻
」）。
（
33
）　
國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
梧
陰
文
庫
」
Ｂ
│
一
二
八
七
。
（
34
）　
「
梧
陰
文
庫
」
Ｂ
│
一
一
二
三
、
一
一
二
四
。
（
35
）　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
単
行
書
・
会
議
筆
記
草
稿
・
上
」。
（
36
）　
桜
井
祥
行
「
伊
豆
国
神
奈
川
県
管
轄
替
問
題
」（『
東
海
史
学
』
四
三
、
二
〇
〇
九
年
）。
（
37
）　
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
三
条
家
文
書
」
書
類
二
八
│
一
五
。
（
38
）　
藪
内
吉
彦
、
田
原
啓
祐
編
『
近
代
日
本
郵
便
史
』（
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
一
二
二
〜
一
三
〇
、
一
三
五
頁
。
（
39
）　
『
東
京
日
々
新
聞
』
明
治
一
八
年
七
月
一
五
日
社
説
「
郵
便
ノ
改
良
」。
（
40
）　
前
掲
『
近
代
日
本
郵
便
史
』
一
三
五
〜
一
三
六
頁
。
（
41
）　
同
前
。
（
42
）　
同
前
一
六
〇
〜
一
六
六
頁
。
（
43
）　
遠
藤
芳
信
『
近
代
日
本
の
戦
争
計
画
の
成
立
』（
桜
井
書
店
、
二
〇
一
五
年
）
八
二
頁
。
（
44
）　
同
前
二
六
五
〜
二
七
〇
頁
。
（
45
）　
「
府
県
廃
合
国
郡
改
正
道
路
変
換
等
決
定
前
本
省
ヘ
諮
問
ノ
件
」（『
公
文
録
・
明
治
一
二
年
・
第
九
八
巻
』）、「
国
郡
界
道
路
変
換
ノ
節
ハ
御
下
問
ノ
件
」（『
公
文
録
・
明
治
一
七
年
・
第
九
四
巻
』）。
（
46
）　
以
下
前
掲
『
近
代
日
本
の
戦
争
計
画
の
成
立
』
二
七
二
〜
二
七
六
頁
、
中
村
崇
高
「
近
代
日
本
の
兵
役
制
度
と
地
方
行
政
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
八
│
七
、
二
〇
〇
九
年
）。
に
よ
る
。
（
47
）　
前
掲
『
近
代
日
本
の
戦
争
計
画
の
成
立
』
二
八
三
〜
二
八
七
頁
。
（
48
）　
池
山
弘
「
府
県
護
国
神
社
法
制
化
と
一
府
県
一
連
隊
区
制
採
用
」（『
四
日
市
大
学
論
集
』
二
五
│
二
、
二
〇
一
三
年
）。
（
49
）　
本
節
で
は
、
別
注
の
な
い
限
り
西
尾
隆
『
日
本
森
林
行
政
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
第
一
章
、
松
沢
裕
作
編
『
森
林
と
権
力
の
比
較
史
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
）
第
三
〜
五
章
を
参
照
。
（
50
）　
「
大
久
保
利
通
関
係
文
書
」
七
四
。
（
51
）　
「
地
理
土
木
両
局
官
員
林
区
川
域
等
出
張
ノ
節
手
当
規
則
定
方
伺
」（『
公
文
録
・
明
治
一
一
年
・
第
三
五
巻
』）。
（
52
）　
「
全
国
林
区
改
正
届
」（
同
前
）。
（
53
）　
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
文
書
」
イ
一
四　
Ａ
三
八
四
八
。
（
54
）　
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
品
川
弥
二
郎
関
係
文
書
」
一
二
〇
七
。
た
だ
し
、
な
か
に
は
桜
井
局
長
宛
で
引
き
継
が
れ
た
も
の
や
、
差
出
人
や
時
期
が
不
明
な
も
の
も
あ
る
。
（
55
）　
前
掲
『
日
本
森
林
行
政
史
の
研
究
』
五
三
頁
に
よ
る
が
、
出
典
が
明
記
し
て
い
な
い
。
（
56
）　
「
土
木
寮
建
議
水
政
更
正
ノ
儀
伺
」（『
公
文
録
・
明
治
七
年
・
第
四
十
九
巻
』）。
（
57
）　
崎
島
達
矢
「
土
木
行
政
の
近
代
化
に
関
す
る
考
察
」（『
土
木
史
研
究
・
講
演
集
』
三
八
、
二
〇
一
八
年
）。
（
58
）　
山
崎
有
恒
「
内
務
省
の
河
川
政
策
」（
前
掲
『
道
と
川
の
近
代
』）、
同
「
日
本
近
代
化
手
法
を
め
ぐ
る
相
克
」（
鈴
木
淳
編
『
工
部
省
と
そ
の
時
代
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
葦
名
ふ
み
「
明
治
期
の
河
川
政
策
と
技
術
問
題
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
五
│
一
一
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
59
）　
長
妻
廣
至
『
補
助
金
の
社
会
史
』（
人
文
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）
第
二
章
。
（
60
）　
前
田
亮
介
『
全
国
政
治
の
始
動
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
第
三
章
。
（
61
）　
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
井
上
馨
関
係
文
書
」
六
六
一
│
九
。
（
62
）　
同
前
六
六
一
│
一
〇
。
（
63
）　
「
明
治
二
十
七
年
度
治
水
費
予
算
并
土
木
監
督
署
組
織
及
土
木
監
督
署
予
算
ノ
件
内
務
省
請
議
ヲ
聴
許
ス
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
公
文
類
聚
・
第
一
七
編
・
第
二
六
巻
』）。
府
県
の
定
着
と
「
国
郡
制
」
（427）842
（
64
）　
同
年
四
月
一
日
に
出
さ
れ
た
「
土
地
台
帳
規
則
施
行
細
則
」（
大
蔵
省
令
第
六
号
）
に
は
、
ま
だ
「
国
」
の
欄
が
あ
り
、
短
期
間
で
改
正
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
（
65
）　
た
だ
し
例
外
は
あ
る
。
た
と
え
ば
海
岸
線
に
つ
い
て
の
把
握
方
式
は
依
然
「
国
郡
制
」
の
枠
組
み
に
依
拠
し
て
い
た
た
め
、
税
関
管
轄
区
は
大
正
六
年
（
勅
令
第
三
八
号
）、
海
軍
区
は
大
正
一
二
年
（
勅
令
第
五
六
号
）
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
国
」
か
ら
府
県
を
基
準
と
す
る
区
画
に
変
更
さ
れ
た
。
（
66
）　
『
山
陽
新
報
』
明
治
一
八
年
一
〇
月
一
四
・
一
五
日
社
説
「
八
十
五
ヶ
国
の
名
称
を
廃
す
べ
し
」。
（
67
）　
常
置
委
員
な
い
し
そ
の
後
身
で
あ
る
参
事
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
飯
塚
一
幸
「
明
治
中
後
期
の
知
事
と
議
会
」（『
日
本
史
研
究
』
四
八
八
、
二
〇
〇
三
年
）
が
詳
し
い
。
（
68
）　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
単
行
書
・
議
案
並
説
明
書
原
案
」。
（
69
）　
小
路
田
泰
直
「
三
新
法
体
制
」
に
関
す
る
ノ
ー
ト
」（『
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
三
三
、
一
九
八
九
年
）。
（
70
）　
当
初
郡
役
所
管
轄
区
域
を
選
挙
単
位
と
し
て
い
た
府
県
も
あ
っ
た
が
、
明
治
一
三
年
一
一
月
六
日
の
法
制
部
通
達
に
よ
っ
て
こ
の
点
が
再
確
認
さ
れ
た
。
（
71
）　
「
地
域
社
会
に
お
い
て
郡
が
基
本
的
な
政
治
空
間
と
し
て
機
能
し
た
」
と
飯
塚
一
幸
「
地
域
社
会
の
変
容
と
地
方
名
望
家
」（『
歴
史
科
学
』
二
一
九
、
二
〇
一
五
年
）
は
指
摘
し
て
い
る
。
（
72
）　
静
岡
県
で
は
、
地
方
民
会
期
に
「
国
別
」
の
議
員
定
数
が
設
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
三
新
法
期
の
「
郡
」
を
単
位
と
す
る
定
数
規
定
に
反
対
す
る
動
き
が
あ
っ
た
（
伊
故
海
貴
則
「
明
治
一
〇
年
静
岡
県
会
議
員
数
改
革
の
挫
折
と
「
公
議
輿
論
」
、『
立
命
館
文
学
』
六
六
八
、
二
〇
二
〇
年
）。
（
73
）　
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
一
三
年
一
二
月
一
〇
日
「
社
説
」。
（
74
）　
『
東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
明
治
一
四
年
四
月
一
二
日
「
雑
報
」。
（
75
）　
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
、
明
治
一
四
年
六
月
一
一
日
付
の
「
府
県
会
規
則
伺
」（
九
三
〇
一
〇
三
│
〇
九
〇
八
二
、
活
字
）
を
参
照
。
（
76
）　
岐
阜
県
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
岐
阜
県
議
会
史
』
一
（
岐
阜
県
議
会
、
一
九
八
〇
年
）
九
三
四
〜
九
三
五
頁
。
（
77
）　
千
葉
県
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
千
葉
県
議
会
史
』
第
一
巻
（
千
葉
県
議
会
、
一
九
六
五
年
）
五
八
二
〜
五
八
七
頁
、
同
第
二
巻
（
一
九
六
九
年
）
三
四
四
、
三
七
四
〜
三
七
五
頁
。
（
78
）　
静
岡
県
議
会
編
・
刊
『
静
岡
県
議
会
史
』
一
（
一
九
五
三
年
）
三
一
〇
〜
三
一
三
頁
。
（
79
）　
新
潟
県
議
会
編
・
刊
『
新
潟
県
議
会
史
・
明
治
編
一
』（
二
〇
〇
一
年
）
四
八
〇
〜
四
八
一
頁
、
福
井
県
議
会
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
福
井
県
議
会
史
』
第
一
巻
（
福
井
県
議
会
事
務
局
、
一
九
七
一
年
）
五
三
六
頁
、
後
述
す
る
大
阪
府
の
事
例
な
ど
。
（
80
）　
前
掲
『
千
葉
県
議
会
史
』
第
一
巻
五
八
二
頁
。
（
81
）　
前
掲
『
千
葉
県
議
会
史
』
第
二
巻
三
四
四
・
三
七
五
頁
、
前
掲
『
静
岡
県
議
会
史
』
一
、
三
一
〇
頁
、
後
述
す
る
大
阪
府
の
事
例
な
ど
。
（
82
）　
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
一
八
年
三
月
五
日
「
臨
時
県
会
傍
聴
筆
記
」。
（
83
）　
以
下
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
所
蔵
「
明
治
廿
年
十
二
月
十
二
日
開
議
大
阪
臨
時
府
会
区
郡
部
会
議
事
録
・
決
議
録
」
を
参
照
。
（
84
）　
本
稿
で
は
紙
幅
の
た
め
展
開
で
き
な
か
っ
た
が
、
実
は
毎
年
一
回
か
二
回
、
事
務
打
ち
合
わ
せ
を
目
的
と
す
る
駅
逓
出
張
局
長
会
議
、
兵
事
課
長
諮
問
会
な
ど
開
か
れ
て
い
た
。
（
85
）　
大
石
嘉
一
郎
、
西
田
美
昭
編
著
『
近
代
日
本
の
行
政
村
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
九
一
年
）
が
詳
し
い
。
〈
付
記
〉　
本
稿
はJSPS
科
研
費19J10285
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
